平成２５年度　第２回兵庫県ユース委員会　　議事録
　　　　　　　　　　　　ユース委員会名言録～[耳がぴくぴくします]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者:梅田華奈(ユース副委員長・柏原第１団)
◆日時：２０１３年　５月１９日【日曜日】１３：０５分～１６時１５分
◆場所：神戸市青少年会館　６階　会議室
◆参加者
県ユース委員：

委員長・田井勇輝(尼崎)　
副委員長・白川龍彦(神戸垂水)、長谷川大起(神戸)、梅田華奈(はりま)
各地区：北村宗豊(阪神さくら)、安達充洋(神戸垂水)、白石篤寛(はりま)、入江精(姫路)、小國健太郎(西播)
ユース年代：吉田拓馬(神戸第１６団)＜平成２５年全国ローバースカウト会議兵庫連盟代表＞

参席者：鯛谷昭史(神戸第６５団)　　藤澤拓也(神戸第６５団)
担当コミッショナー：家門秀行(県副コミッショナー・宝塚第５団)
◆費用：１４，６３０円　(交通費・コピー代)
◆報告事項
１、参加者自己紹介
２、前回のユース委員会の報告(別紙参照)
３、理事会の報告
　　　　　４月２１日(日曜日)
　　　　　軽率の行動でスカウトを減らしているかも！！そのためよき社会人を育てるために自覚を持つ。(別紙参照)
　　　　　インターネット・SNS上での諸注意。(別紙参照)
　　　　　５月１２日(日曜日)の平成２５年度第２回理事会において、ユース委員長に田井勇輝、副委員長に白川龍彦、長谷川大起、梅田華奈の以上４名の就任が承認された。
　４、各地区の報告（報告のあった所のみ）
神戸地区：５月１１，１２日、新開地音楽祭の奉仕。【内容：設営ゴミ拾いなど】５月２５日(土曜日)　市ケ原ハイキング。
　　　　但馬地区：６月２３日(日曜日)　活動振興大会。
阪神さくら地区；写真展示会がありユース委員会もロープ結びの展示などしている。

　　　　　　　　ベンチャーフォーラムを地区でする予定。

　　　　　　　　　テーマは原子力について→テーマが大きいため、スカウトが身近に自分たちができることを見つけもらいたいためその前に基調講演設ける。
◆協議事項
　①第２回ひょうごユースフォーラムの計画　（会議当日配布資料参考）
場所は、洞川教育キャンプ場。当日の分科会場所は他活動団体との兼ね合いがあるので、検討。　宿泊方法の舎営(ログハウス) or 野営(テント) の選択は参加者が決める。
全国ユースフォーラムへの代表人数は、制限しない。代表者３人までは、県ユースの年間活動費から全額負担する予定。
オリエンテーションの時間帯を使って、ボーイスカウト活動の趣旨やローバーとは何かを伝える。
兵庫県ユース委員会として「何がしたいのか」を考え来年につなげる。
他県は、どんどん来てもらってもよいが　、今後の兵庫県についての話し合いをすることを承知の上であれば参加しても構わない。
タイムスケジュールについて
キャンプファイヤーを実施予定。
２日目、再度公園まで歩き、自然の中での分科会はどうかとの意見。

分科会１、基調講演・海外派遣報告会を入れ替える案も出た。
　②ＲＣＪの対応につて
全国大会、全国ローバースカウト会議５月２５日、２６日　高松にて
吉田拓馬(神戸)　全国ローバースカウト会議　兵庫連盟代表
吉田代表の問いかけでユース委員会が県・地区でのユース活動について意見交換を行う。
　　　
☆これまでの兵庫ユースのスカウト活動について振り返ると
鯛谷元県ユース委員長
地区の活動報告を大事にしてきた→県ユース委員会において他地区の活動の情報共有

それをすることによって段階を踏んで組織を拡大してきた。年８回程度会議を実施。
　　
白川現県副委員長、元ユース委員長
大人から信頼されるユースになることを目標にしてきた。
各地区の活動報告も大事にしてきた→情報交換。それを各地区にフィードバックする。
　　　
北村委員(阪神さくら)
ユースと一緒に活動参加する。
それによって地区にフィードバックしていく。
兵庫ユースフォーラムは、今後も引き続いていって欲しい。
　
田井(現ユース委員長)
この思いを引き継ぐ→(３人の意見)最低でも現状維持をする。バトンの繋ぎ役に徹する。
地区の活動報告を重視し、また団活動にも貢献したい。
☆地区の活動(地区や団でユースはどんなことをしているのか)
西播；ユースの集まりはない。韓国連盟と交流する→地区で
はりま；地区合併して活動実態があまりない。
姫路；あまり活動できていない。
阪神さくら;ユースの成果がなかなか目に見えてこないが、やりがいのある活動を行うには、ユース活動の土台作りが必要であり、そのためには話し合いの場所をもうけている状況。
垂水；地区行事での司会をはじめ、ユース活動としてピザ釜作りなど、様々な活動を行っている。

尼崎：無人島サバイバルキャンプの運営をした。地区キャンの運営、スカウトの減少をくいとめる活動する、ユース委員会の会議月１回はある。
　
☆日本連盟に向けて
近畿ブロックの代表の報告事項が各県にフィードバックしていないため、RCJの会議決まった内容に沿った活動ができない。レポート形式で各県に回すべきである。
☆日本連盟、兵庫連盟に言いたいこと
誰が制服を変えると言ったのか。制服ではなくバッジの規制をする。着方をしっかりきれば制服を変える必要は、ないのではないか。
☆吉田代表
全国ローバースカウト会議では、まず自分たちの団、地区、県でどんな風に活動してきたなどの質問をする。参加だけでなく報告する。地区単位でも還元する。
※連絡事項
　・　指導者委員会より
　　　　ユース年代に積極的に研修所に行って欲しい。
　　　　ユース委員会も積極的に参加してくださいと呼びかける。
　　　６月２３日　救急、安全研修会(パワーアップ研修)の参加を呼びかける。
※連絡事項　　各常設委員会への出席
　　５月２６日　(日曜日)　スカウト委員会　　　梅田華奈
　　５月２６日　(日曜日)　指導者委員会　　　※日程が合わず、参席者が出なかった。
　　６月１日　　(土曜日)　国際委員会　　　　　小國健太郎
　　６月２２日　(土曜日)　野営行事委員会　　田井勇輝
　　６月３０日　(日曜日)　組織拡充委員会　　梅田華奈
　　次回の予定：第３回　兵庫ユース委員会
　　　　　　　　　　　　　　平成２５年７月２１日（日）
　　　　　　　　　　　　　　午後１３：００～１７：００　神戸市青少年会館にて

　　　　　　　　　　　　　　議長；梅田華奈(ユース副委員長・柏原第１団)
